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取 扱 説 明 書

　この説明書は“ＵＫＬ形”を正しく、安全にお使
いいただくため、取扱いや点検方法が説明してあり
ます。
　お読みになった後は、お使いになる方がいつでも
見られるところに必ず保管してください。

開閉器およびＳＯＧ制御装置がご注文どおりの商品か銘板をご確認ください

(地中線用)過電流ロック形高圧交流気中負荷開閉器
(ＰＤＳ母線用)

開　 閉　 器　ＵＫＬ－ＡＰ－Ｄ２Ｔ
ＳＯＧ制御装置　ＫＬＲ－Ｂ－ＤＴ

ＶＴ内蔵 



このたびは、戸上(地中線用)ＶＴ内蔵過電流ロック形高圧交流気中負荷開閉器をお買い上げいただ
きまして誠にありがとうございます。

安 全 上 の ご 注 意

●　本装置の取扱いおよび施工は、安全にご使用いただくために、十分な知識と技能を有する人が行って

　　ください。

●　ご使用の前に必ず取扱説明書をすべて熟読し、正しくご使用ください。

　　機器の知識、安全の情報そして注意事項のすべてについて習熟してからご使用ください。

　　お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管してください。

●　安全注意事項のランクを「危険」「注意」として区分しております。

：取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、死亡又は重傷を受ける

　可能性が想定される場合

：取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の障害や軽傷を

　受ける可能性が想定される場合および物的損害のみの発生が想定される場合

なお、　　　に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。

いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。

○感電のおそれあり。高圧側充電部に触れないでください。

○感電のおそれあり。開閉器の外箱および制御装置は、必ずＡ種接地をしてください。

○感電のおそれあり。回路を点検するときは開閉器を「切」にした後、安全処理として必ず次のことを行っ

　てください。

　・検電器により無電圧であることを確認すること。

　・開閉器負荷側回路の接地をすること。

　・点検終了後は必ず開閉器負荷側回路の接地を外すこと。

○落下、けがのおそれあり。開閉器を取付けるときは、落下しないよう確実に行ってください。

○感電、けがのおそれあり。開閉器の入・切操作は付属の着脱ハンドルを使用して行ってください。

○感電、火災のおそれあり。高圧充電部のネジ締付けは、適性トルクで締付けてください。必ず増し締めを

　行ってください。

○感電のおそれあり。試験時、制御装置の試験端子（Ｐ１、Ｐ２）にはＡＣ１００／１１０Ｖが印加されて

　いますので、端子に触れないでください。

○落下、けがのおそれあり。天地逆転、横積みはしないでください。

○感電、けがのおそれあり。作業を行うときは、必ず電気用絶縁ゴム手袋を着用してください。

○感電、けが、火災のおそれあり。改造はしないでください。

○火災、けがのおそれあり。異常がある場合は使用しないでください。

○廃棄する場合は産業廃棄物として処分してください。

○感電のおそれあり。制御装置を分解して内部のプリント基板、部品に触れないでください。

○火災のおそれあり。制御装置の各整定値は、所定の位置に正しく設定してください。

○火災のおそれあり。制御装置の各端子間の絶縁抵抗測定および耐電圧試験は行わないでください。

○けがのおそれあり。開閉器を高圧キャビネットに設置する際は「地中線用ＧＲ付高圧負荷開閉器施工技術

　指針」（(一社)日本電気協会 関東支部発行）および付属の「ＵＡＳ（ＰＤＳ母線用）取付手順」に沿って

　行ってください。

危険

注意

注意

危　険

注　意



取扱い上のご注意

■開閉器本体ナットなどのゆるめ禁止について
　開閉器本体のナットなどは、故障の原因になりますので、絶対にゆるめたり、増し締めしたりしないでください。

■試験時の取扱いについて
　性能試験（動作試験）を実施される際は、試験器の電源をご用意ください。

　開閉器に内蔵されているＶＴは、試験器用電源には使用できません。

　〔制御装置パネル面の試験端子（Ｐ１・Ｐ２）は開閉器が無電圧で、試験用電源を印加する端子です。〕

各部の名称

制御装置

開閉器

警報接点引出しケーブル（１.２ｍ付）

制御ケーブル

接地端子

開閉表示指針

地絡動作電流整定スイッチ

地絡動作時間整定スイッチ

ＧＲ動作表示器

ＳＯ動作表示器

表示復帰ボタン

試験用スイッチ

制御装置取付部

着脱ハンドル挿入孔

１

電源表示灯

Ｉｏ表示灯

Ｖｏ表示灯

自己診断異常表示灯

ロック電流検出表示灯



開閉器の設置
●開閉器を高圧キャビネットに設置する際は「地中線用ＧＲ付高圧負荷開閉器施工
　技術指針」（(一社)日本電気協会 関東支部発行）および付属の「ＵＡＳ（ＰＤＳ母線
　用）取付手順」に沿って行ってください。
　なお、関東地区の設置工事は、(一社)日本電気協会 関東支部の認定者に限ります。
●ケーブル終端接続部材は「ＵＡＳ用｣を使用してください。（圧縮端子は端末材に
　付属されています。）
　また、施工については、端末材に付属の「組立説明書」に沿って行ってください。

接　地
●開閉器および制御装置の接地は「地中線用ＧＲ付高圧負荷開閉器施工技術指針」
　（(一社)日本電気協会 関東支部発行）および付属の「ＵＡＳ（ＰＤＳ母線用）取付手
　順」に沿って行ってください。

整定値の設定
●動作電流整定値、動作時間整定値は適正な値に設定されているか確認してくだ
　さい。

絶縁抵抗測定および耐電圧試験
●高圧回路の絶縁抵抗測定および耐電圧試験を実施し、異常がないか確認してく
　ださい。

動作の確認
●付属の着脱ハンドルで２～３回の開閉確認をしてください。
●ＧＲおよびＳＯの試験用スイッチで、トリップ試験を実施してください。
●トリップ試験実施後は、制御装置のＳＯおよびＧＲ動作表示を表示復帰ボタンでリ
　セットしてください。（動作表示器の復帰は電気式ですので、制御装置に制御電源
　を印加した状態で表示復帰ボタンを押してください。）
　また、開閉器は着脱ハンドルで「切」側に操作し「リセット」してください。リセットしな
　いと再投入できません。

通電開始
●通電開始にあたっては負荷側（特に高圧）の回路を点検し、安全を十分確認して
　から開始してください。
●ＰＤＳ母線および高圧ケーブルの端子カバーの取付は確実か確認してください。
　（ブッシングの青色表示部と端子カバーの「△」表示部が一致していないと危険です。）

No. チェックポイント 本文項番 ページ チェック

１

２

３

４

５

６

６

７

８

９

10

―

７

７

７

７

８

―

運　搬
●運搬は梱包した状態で行ってください。

商品の確認
●ご注文どおりの商品か銘板を確認してください。

付属品の確認
●付属品がすべて揃っているか確認してください。

外観のチェック
●外観に変形や破損がないか確認してください。
●主回路ブッシングに欠け、き裂がないか確認してください。

開閉器の入・切確認
●付属の着脱ハンドルを使用し、２～３回「入」「切」操作を行ってください。

No. チェックポイント 本文項番 ページ チェック

１

５

４

３

２

４

５

３

－

14

６

６

６

－

15

チェックポイント

■設置前

■設置時

２



地絡動作電流、地絡動作時間および地絡動作電圧整定値は適正な値であること。

1514

14 15

- -

- -

- -

14 15

14 15

14 15

14 15

７ ７

10

９

８ ７

５ ６
８

７
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項　　　目

動 作 チ ェ ッ ク

開閉器の耐電圧試験

ハ ン ド ル 操 作

電 源 側 受 電

負 荷 側 受 電

　　　　　　　　　注　　　　　意　　　　　事　　　　　項

試験端子へ別電源を印加する場合、Ｐ２側は接地された相を接続してください。

必ず３相一括で印加してください。

付属の着脱ハンドルを使用してください。

開閉器は「切」状態で行ってください。

●開閉器を「入」にしてください。
●制御電源の電源表示灯の点灯を確認してください。
●試験スイッチをＧＲ側に操作し、トリップの確認をしてください。
　　開閉器を開放させない場合は、制御装置の「試験トリップ」スイッチを「無」側に
　　操作した状態で実施してください。

１．定格および仕様………………………………………………………………………………………………………５

２．外形図…………………………………………………………………………………………………………………５

３．付属品一覧……………………………………………………………………………………………………………６

４．運　搬…………………………………………………………………………………………………………………６

５．開閉器のハンドル操作………………………………………………………………………………………………６

６．開閉器の設置…………………………………………………………………………………………………………７

７．接　地…………………………………………………………………………………………………………………７

８．整定値の設定…………………………………………………………………………………………………………７

９．絶縁抵抗測定および耐電圧試験……………………………………………………………………………………７

10．動作の確認……………………………………………………………………………………………………………８

11．警報接点………………………………………………………………………………………………………………13

12．通電開始………………………………………………………………………………………………………………13

13．開閉器および制御装置の動作チェック……………………………………………………………………………14

14．保守点検………………………………………………………………………………………………………………15

15．開閉器と制御装置の接続図…………………………………………………………………………………………16

16．通電開始前のチェックシート………………………………………………………………………………………17

17．動作説明………………………………………………………………………………………………………………17

本装置の取扱いに際しては、必ず取扱説明書をすべて熟読し、正しくお使いください。
特に次の項目についてはご注意ください。

※上記の項目(または取扱説明書の項目)で異常があった場合は、受電を中止し、当社オフィスへご連絡くだ
　さい。

運開に際してのお願い

目　次

使用状態において開閉器がトリップした場合は、制御装置の動作表示器にてトリップした要因を確認の上、負荷側
電路の異常に対し適切な処置を実施後、開閉器を投入してください。

手順No. チェック内　　　　　　　　　　　　容

１

２

３

４

トリップ要因の確認（制御装置の動作表示器にて）

負荷側電路の確認および異常箇所の除去

制御装置の動作表示器復帰

開閉器ハンドルをリセット後、投入

手順No.３の動作表示器復帰については、電気復帰式のため制御電源を印加しないと復帰しませんが、トリップ後
約４８時間以内であれば制御電源がなくても表示復帰は可能です。

開閉器がトリップした場合の対応
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１．定格および仕様

■開閉器 ■方向性ＳＯＧ制御装置

定 格 一 次 電 圧

定 格 二 次 電 圧

定 格 負 担

定 格 周 波 数

定 格 耐 電 圧

■制御電源用ＶＴ(開閉器内蔵)

６６００Ｖ

１０５Ｖ

１０ＶＡ

５０／６０Ｈｚ

２２／６０ｋＶ

定 格 電 圧

定 格 周 波 数

定 格 耐 電 圧

定 格 電 流

定格短時間耐電流

定格短絡投入電流

ロ ッ ク 電 流 値

適用系統短絡容量

定格過負荷遮断電流

定格地絡遮断電流

負 荷 電 流

励 磁 電 流

充 電 電 流

連 続 無 電 圧

開

閉

性

能

７２００Ｖ

５０／６０Ｈｚ

６０ｋＶ

３００Ａ

１２.５ｋＡ（実効値）－１秒

３１.５ｋＡ（波高値）－３回

４６０±４０Ａ

１６０ＭＶＡ

５００Ａ－３回

３０Ａ－３０回

３００Ａ－２００回

１５Ａ－１０回

１０Ａ－１０回

１０００回

定 格 制 御 電 圧

定 格 周 波 数

制御電圧変動範囲

消 費 電 力

地絡動作電流整定値

地絡動作時間整定値

地絡動作電圧整定値

位相特性(動作範囲)

警 報 接 点 性 能 閉 路 電 流
（ 誘 導 負 荷 ）

ＡＣ１００／１１０Ｖ

５０／６０Ｈｚ

定格制御電圧の８５～１１０％

９ＶＡ

０.２－０.４－０.６－０.８－１.０Ａ（５段切替）

※　０.２－０.４－０.６秒（３段切替）

５％固定（完全地絡時の）

遅れ４５°～ 進み１３５°

ＡＣ１００Ｖ－２Ａ　ＤＣ１００Ｖ－２Ａ

※連動試験での動作時間は、地絡動作時間に０．１秒プラスした時間です。

２．外形図

適合規格
「過電流ロック形高圧交流負荷開閉器（地中線用）全関規格」

図１

総質量：３５ｋｇ
（制御装置含む）
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３．付属品一覧

※制御装置に付属

①付属の着脱ハンドルを開閉器ハンドル挿入孔に取付けて操作をしてください。
②ハンドルを右に回転させると「入」、左に回転させると「切」になります。
③開閉状態は、指針の「入」「切」表示で確認してください。
④開閉器がトリップしたときは、ハンドルを左（切側）に回転させてリセットしてください。
　リセットしないと再投入ができません。

５．開閉器のハンドル操作

開閉器の破損防止のため、取付現場まで梱包した状態で運搬してください。主回路ブッシングに欠けなどが生じな
いように取扱ってください。

４．運　搬

名　　称 形　　　　状 数 備　　考 名　　称 形　　　　状 数 備　　考

開閉器
取付金具

着脱
ハンドル

制御
ケーブル

絶縁バリア

接地線

グリース

インシュ
ロックタイ

孔明け
シール

１

１

１

３

３

１

１

１

１

５

５

１

１

大

小

締付ボルト
一式も付属

用途は「地中
線用ＧＲ付
高圧負荷開閉
器施工技術指
針」による。

同　　上

用途は「地中
線用ＧＲ付
高圧負荷開閉
器施工技術指
針」による。

同　　上

同　　上

同　　上

端子カバー

（母線用）

（ケーブル終端用）

用途は端末
メーカーの
組立説明書
による。

用途は端末
メーカーの
組立説明書
による。

同　　上

ブラケット
調整金具

電源および
警報接点
引出し

ケーブル



６．開閉器の設置

７

①開閉器を高圧キャビネットに設置する際は、(一社)日本電気協会 関東支部発行の「地中線用ＧＲ付高圧負荷開閉器

　施工技術指針」および付属の「ＵＡＳ（ＰＤＳ母線用）取付手順」に沿って行ってください。

②関東地区の設置工事は、(一社)日本電気協会 関東支部の施工認定者に限ります。

③ケーブル終端接続部材は「ＵＡＳ用｣を使用してください。（圧縮端子は端末材に付属されています。）

　また、施工については、端末材に付属の「組立説明書」に沿って行ってください。

７．接　地

①開閉器は機能上、保安上、電気機器の保護のうえから必ず接地をしてください。

　（開閉器の接地端子は、太さ２．６ｍｍから２２ｍｍ２の接地線が接続できます。）（５．５ｍｍ２、１．５ｍ付属）

　接地をしていないと地絡事故が発生しても動作しません。

②制御装置も必ず接地をしてください。

③接地の方法については、(一社)日本電気協会 関東支部発行の「施工技術指針」および付属の「ＵＡＳ（ＰＤＳ母線用）

　取付手順」に従ってください。

８．整定値の設定

①動作電流整定値の設定

　上位遮断装置の整定値を超えない値に設定してください。

　　　制御装置の整定値　＜　上位遮断装置の整定値

②動作時間整定値の設定

　上位遮断装置の整定値より早い値で、０.２秒以上の間隔をとって設定してください。

　　　制御装置の整定値　≦　上位遮断装置の整定値－０.２秒

　瞬時地絡事故による不必要動作を少なくするため、できる限り大きめに設定されるよう推奨します。

９．絶縁抵抗測定および耐電圧試験

①制御端子（Ｐ１、Ｐ２を除く）とアース間に電圧を印加する場合は、制御装置パネル面試験端子ＯＣ２－Ｅ間の短絡金

　具および制御装置のメタルコネクタを必ず外してから行ってください。

　なお、試験終了後は前記短絡金具および制御装置のメタルコネクタは必ず取付けてください。

③開閉器を設置した後、お客様の高圧ケーブルの耐電圧試験を兼ねて実施される場合には、特に次の手順に従って

　行ってください。

　　a)開閉器を「切」にしてください。

　　b)開閉器の外箱が確実に接地されているか確認してください。

・印加箇所は主回路端子一括と外箱間のみとし、異相間には印加しないでください。（ＶＴが破損します）
・一相毎の交流耐電圧試験は、開閉器内部のＶＴを焼損するおそれがありますので、絶対に行わないで

　ください。（対地充電電流がＶＴに流れ過励磁となるため）

(注)各端子間の測定および印加は行わないでください。

　　制御装置内部には雷害対策のため、ＳＡ（避雷器）を取付けています。

　　もし、各端子間の測定および印加をされますとＳＡ（避雷器）や電子部品が壊れる場合があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　図２　ＳＡ(避雷器)の設置
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10．動作の確認

10.1　手動操作の確認

　①開閉器の操作は、付属の着脱ハンドルで行ってください。

　　操作する際は、操作する側を途中で止めることなく一気に操作してください。

　②「入」「切」の確認は、指針の「入」「切」表示で確認してください。

　③開閉器がトリップ状態の場合は、ハンドルを「切」方向に操作し、リセットを行ってから操作をしてください。

10.2　ＧＲ（地絡）動作の確認

　①負荷側（高圧）回路の安全を確認し、本開閉器を投入してください。

　②制御装置の電源表示灯が点灯していることを確認してください。

　③試験用スイッチをＧＲ側に操作してください。（２秒以上）

　④開閉器がトリップします。〔開閉器をトリップさせないで確認する場合は、試験トリップスイッチを「無」側に操作して

　　試験を行ってください。〕

　⑤ＧＲ動作表示器が表示します。

　⑥「ＧＲ動作表示器」を「復帰」してください。

　⑦開閉器のハンドルを「リセット」（着脱ハンドルを「切」側に操作）してください。

　　リセットしないと再投入できません。

　(注)電源印加と同時に自己診断機能を起動させるため、Ｉｏ、Ｖｏ、ロック電流検出表示灯が瞬時点灯します。

10.3　地絡動作電流、地絡動作電圧入力による確認

　電流、電圧入力による動作試験は、10.10項「保護継電器用試験器によるテストの一例」をご参照ください。

　なお、動作試験時、次の影響にご注意ください。

　※配電線残留電圧の影響について

　　単相回路の接続や高圧自動電圧昇圧器（ＳＶＲ）の設置によって、配電線の対地静電容量や対地電圧が不平衡

　　であれば地絡事故がなくても零相電圧として常時発生します。これを「残留電圧」と呼びます。この状態で試験電

　　圧を加えると、残留電圧と試験電圧のベクトル和が制御装置に印加されますので、残留電圧が大きいと正常値で

　　動作しない時があります。この時は開閉器を開放して、残留電圧の影響をなくし、試験を実施してください。

　※負荷設備による動作時間への影響について

　　試験器の電源を開閉器負荷側から供給して地絡動作時間を測定すると、動作時間が長くなり管理値から外れる

　　ことがあります。この場合、負荷設備からの残留電圧が原因と考えられますので、試験器以外の全ての負荷を電

　　源から切離して、再度測定してください。

10.4　ＳＯ（過電流）動作の確認

　　①試験用スイッチをＳＯ側に操作してください。（２秒以上）

　　②開閉器がトリップします。〔開閉器をトリップさせないで確認する場合は、試験トリップスイッチを「無」側に操作し

　　　て試験を行ってください。〕

　　　※テスト時、電源表示灯が瞬時消灯しますが異常ではありません。

　　③ＳＯ動作表示器が表示します。

　　④「ＳＯ動作表示器」を「復帰」してください。

　　⑤開閉器のハンドルを「リセット」（開閉器操作ハンドルを「切」側に操作）してください。

　　　リセットしないと再投入できません。

10.5　任意の時刻での自己診断方法

　　①表示復帰ボタン（自己診断復帰と兼用）を押すと、任意の時刻に自己診断ができます。

　　②表示復帰ボタンを押して復帰後、約５分間で行います。（復帰ボタン操作から５分間待ってください。）

　　③表示復帰ボタンを押して復帰後、約１秒で自己診断異常表示灯が点灯するとトリップ回路の断線、約２分で自

　　　己診断異常表示灯が点灯すると地絡検出回路の異常、約３～５分で自己診断異常表示灯が点灯するとＳＯ検

　　　出回路の異常です。

　　④異常部の判定については14項の制御装置部をご参照ください。

事前に10.8項をご確認ください

事前に10.8項をご確認ください

事前に10.8項をご確認ください

事前に10.8項をご確認ください
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10.6　異常回路判別表示機能

　　制御装置は地絡検出回路、過電流検出回路、トリップ回路を定期的に自動で自己診断しています。

　　万一、自己診断時に異常を検出した場合、異常回路が判別できるよう表1のとおり表示灯にて表示します。

　　　表１ 異常内容

地絡検出回路異常

過電流検出回路異常

トリップ回路断線

Ｖo表示灯

点灯

消灯

消灯

Ｉo表示灯

点灯

消灯

消灯

ロック電流検出表示灯

消灯

点灯

消灯

自己診断異常表示灯

点灯

点灯

点灯

10.7　制御装置パネル面について

　電源表示灯
（通電時点灯）

　Ｉｏ表示灯
（Ｉｏレベル検出時点灯）

　Ｖｏ表示灯
（Ｖｏレベル検出時点灯）

　試験トリップスイッチ　
（10.8項をご参照ください）

　自己診断異常表示灯
（異常時点灯）

　制御電源切替スイッチ　
（10.8項をご参照ください）

　ロック電流検出表示灯　
（ロック電流検出時点灯）

　試験用電源端子
（10.10項をご参照ください）

　

動作電流整定スイッチ　
（８項をご参照ください）

ＧＲ動作表示器　
（ＧＲ事故時橙色表示）

ＳＯ動作表示器　
（ＳＯ事故時橙色表示）

表示復帰ボタン(自己診断復帰と兼用）　
（ＧＲ・ＳＯ動作表示器の復帰｢橙色→黒色｣は、

電源印加時でないと動作しません）

試験用スイッチ　
（ＧＲ・ＳＯ模擬試験用スイッチ）

動作時間整定スイッチ　
（８項をご参照ください）

短絡金具　
（制御装置の耐圧試験時は取外してください）

試験端子　
（10.10項をご参照ください）

図３

方向性ＳＯＧ制御装置（地中線用）

試験
端子

試験トリップ

制御電源切替

有 無

常時 試験

電源

Io

Vo

自己診断異常

動作電流整定値（Ａ）

動作時間整定値（秒）

試験用スイッチ

動作表示

0.2 1.0
0.8

0.6
0.4

製造年月

製造番号

0.6
0.4

0.2

ロック電流検出

復帰ボタン

定格制御電圧　ＡＣ１００／１１０Ｖ
定格周波数　　５０／６０Ｈｚ
ＺＣＴ番号　　　１９８２９
ＺＰＤ番号　　　４４１１５

形名　ＫＬＲ－Ｂ－ＤＴ

NP40350a

２秒以上ＯＮ

ＳＯ試験時、電源ＬＥＤ消灯

表示復帰

自己診断

電源印加時のみ復帰可能
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10.8　制御装置パネル部の切替スイッチの機能

　①「試験トリップ」（有・無）切替スイッチ

　　制御装置の動作試験時に、開閉器をトリップさせて試験を行うかトリップさせずに試験を行うかを切替えるスイッチ

　　です。通常運転時は必ず「有」側にしてください。

　　　表２

　　　　　　（注）試験トリップ（有・無）切替スイッチは、試験終了後は必ず「有」側へ切替えてください。

　②「制御電源」切替スイッチ

　　制御装置の電源を切替えるスイッチです。

　　　表３　

　　　　　　　　　（注）１.制御電源切替スイッチは、「常時」側にしないと制御装置のカバーが取付けられない構造になっています。
　　　　　　　　　　　　 よって、通常運転時での「常時」側への切替え忘れはない構造ですが、試験終了後は必ず「常時」
　　　　　　　　　　　　 側に切替えてください。
　　　　　　　　　　　 ２.制御ケーブル側とパネル面の端子は混触しない回路構造です。

10.9　制御装置パネル部の（ＧＲ・ＳＯ）動作表示器の復帰について

　（ＧＲ・ＳＯ）動作表示器の復帰（マグサインが橙色→黒色へ反転）は電気式となっています。よって、試験終了後に

　に表示復帰をする場合は、制御装置に制御電源を印加（試験端子Ｐ１・Ｐ２より印加または開閉器を投入）した後、

　表示復帰ボタンを押してください。

試験スイッチ操作時
事故模擬信号入力時

「有」側

トリップする

「無」側

 
トリップしない（注１）

制御電源入力
（P1・P2）

警報接点出力

「常時」側

開閉器内蔵のＶＴ二次側より
入力
警報接点引出しケーブル側に
出力（a1・ac）
警報接点引出しケーブル側に
出力（a2・ac）
警報接点引出しケーブル側に
出力（a3・ac）

「試験」側

パネル面の試験端子
（P1・P2）より入力
パネル面の試験端子に出力
（a1・ac）
警報接点引出しケーブル側に
出力（a2・ac）
警報接点引出しケーブル側に
出力（a3・ac）

GR

SO

自己診断
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10.10　保護継電器用試験器によるテストの一例

　性能試験（動作試験）を実施される際は、試験器の電源をご用意ください。開閉器に内蔵されているＶＴは試験器用

   電源には使用できません。（制御装置パネル面の試験端子（Ｐ１・Ｐ２）は、試験用電源を印加する端子です。開閉器

   が無電圧で開閉器内蔵ＶＴからの制御電源がとれないときに試験用電源を印加する端子です。）

　■地絡検出特性チェック方法

　①図４・５の試験回路は制御装置のみの地絡動作時間測定となります。

　②図４・５は制御電源を制御装置パネルの試験用電源端子（Ｐ１・Ｐ２）に接続する方法です。

　　なお、図４・５の回路で試験する場合は、制御装置パネルの制御電源切替スイッチを「試験」側にしてください。

　③開閉器をトリップさせない場合は、制御装置パネルの試験トリップスイッチを「無」側に操作した状態で試験を行っ

　　てください。

　④零相電流、零相電圧および位相を変化させて試験を行ってください。

　⑤試験項目は表４のとおりです。

　⑥試験終了後、制御装置の動作表示は必ず復帰してください。

　⑦開閉器をトリップさせた場合は、着脱ハンドルでハンドルを「切」側に操作し、リセットをしてください。

　　リセットとしないと開閉器は投入できません。

　(注)電源印加と同時に自己診断機能を起動させるため、Ｉｏ、Ｖｏ、ロック電流検出表示灯が瞬時点灯します。

　　　

　　　　 表４

　　　　　　（注）１.地絡動作電圧はテスト端子(Ｔ)とアース間、あるいは主回路三相一括とアース間に印加してください。
　　　　　　　　　２.Ｖｏ：地絡動作電圧　Ｉｏ：地絡動作電流　θ：動作位相角
　　　　　　　　　３.動作時間は制御装置のみの時間です。
　　　　　　　　　　 連動試験での動作時間は、表６の管理値の上限に０.１秒プラスした値です。
　　　　　　　　　　（例：動作時間整定値を０.２秒に設定した場合、整定電流値の１３０％通電時０.４秒以内、４００％通電時０.３秒以内）
　　　　　　　　　４.動作位相特性試験時に、試験器によっては２Ａ（Ｉｏ最小整定値の１０００％）が流せない場合があります。
　　　　　　　　　　 その場合には０.３Ａ（Ｉｏ最小整定値の１５０％）で実施してください。　

試験項目

動 作 電 流 値

動 作 電 圧 値

動 作 時 間

位 相 特 性

整定電流値の±１０％

１９０Ｖ±２５％

整定電流値の

遅れ４５°±１０°～進み１３５°±１０°

管　　理　　値 試　　験　　条　　件

Ｖｏ：２８５Ｖ
 θ ：４５°

Ｉｏ：整定電流値の１５０％
 θ ：４５°

Ｖｏ：２８５Ｖ
Ｉｏ：２Ａ(最小整定電流値の１０００％)

Ｖｏ：２８５Ｖ
Ｉｏ：整定電流値の１３０％
 θ ：４５°

１３０％→地絡動作時間整定値の±０.１秒

　　　　　　　　　　　　　　＋０秒４００％→地絡動作時間整定値の
　　　　　　　　　　　　　　－０.１秒

図５　ムサシインテック製（ＲＤＦ）
　　　による地絡特性チェック回路

図４　戸上電機製作所製（ＤＧＴ）による
　　　地絡特性チェック回路

※クリップ色については試験器メーカーの取扱説明書などを
　ご参照ください。

P1 P2 E OC２ a1 ac Kt Lt TOC１

ＳＯＧ制御装置

電源側

開閉器
負荷側

試 験 器

電 源

（AC100／110V）

トリップ端子出 力
（電圧要素）

補助電源
出 力

（電流要素）

制御ケーブル

・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・

・
・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・

P1
赤

（P1）

P2
白

（P2）

E OC2 a1
黄（T1）

又
青（T2）

ac
青（T2）

又
黄（T1）

Kt
茶

（Kt）

Lt
黒

（Lt）

T
灰

（V）

OC1

ＳＯＧ制御装置

電源側

開閉器
負荷側

試 験 器

（緑）制御ケーブル

DGT

電 源

（AC100／110V）

a1 a3a2 ac a1 a3a2 ac
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　■ＯＣＲの動作特性チェック方法

　①図６・７の試験回路はＯＣＲ動作チェック回路です。

　②図６・７は制御電源を制御装置パネル面の試験用電源端子（Ｐ１・Ｐ２）に接続する方法です。

　　なお、図６・７の回路で試験する場合は、制御装置パネルの制御電源切替スイッチを「試験」側にしてください。

　③試験方法は試験器により表５の電流を約１秒間通電（ロック電流値以上の電流が流れるとパネル面のロック

　　電流検出表示灯が点灯します）後、１秒以内に試験器の電源を切り、動作表示器の動作で判定をしてください。

　④通電電流および良否の判定は表５のとおりです。

　⑤試験終了後、制御装置の動作表示は必ずリセットしてください。

　⑥開閉器をトリップさせた場合は、着脱ハンドルでハンドルを「切」側に操作し、リセットをしてください。

　　リセットしないと開閉器は投入できません。

　　　表５

　　　　　　（注）１.ＯＣ１、ＯＣ２の通電電流０.６Ａは主回路電流約５００Ａに相当します。
　　　　　　　　　２.ＯＣ１、ＯＣ２の通電電流は０.７Ａ以下としてください。

ＯＣ１、ＯＣ２の通電電流

０.４Ａ

０.６Ａ

判　　定

正　　常

正　　常

動 作 表 示

表 示 せ ず

Ｓ Ｏ 側 表 示

図６　戸上電機製作所製（ＤＧＴ）による
　　　ＯＣＲ動作特性チェック回路

図７　ムサシインテック製（ＲＤＦ）による
　　　ＯＣＲ動作特性チェック回路

※クリップ色については試験器メーカーの取扱説明書などを
　ご参照ください。

E OC2
茶
（Kt）

a1 ac Kt Lt TOC1
黒
（Lt）

ＳＯＧ制御装置

電源側

開閉器
負荷側

制御ケーブル

試 験 器

電 源

（AC100／110V）

DGT
P1 P2 E OC2 a1 ac Kt Lt TOC1

ＳＯＧ制御装置

電源側

開閉器
負荷側

試 験 器

電 源

（AC100／110V）

補助電源
出 力

（電流要素）

制御ケーブル

P1
赤
（P1）

P2
白
（P2）

a1 a3a2 ac a1 a3a2 ac
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11．警報接点

警報接点は、警報接点引出しケーブル（４心）として引出しています。ご使用に際しては、警報接点種類（表６）および
警報接点回路例（図８）を参照してください。
また、ご使用にならない端子にはテーピング処理などの絶縁処理を行ってください。
なお、制御装置パネルの制御電源切替スイッチを「試験」側にすれば、制御装置パネルの試験端子（ａ１・ａｃ）から引出
せます。

Ry1　　Ry2　　Ry3 ＢＺまたは
表示灯

ＢＺまたは
表示灯

ＢＺまたは
表示灯

ＧＲ

ＳＯ

自己診断

制御装置

ａｃ

ａ１

ａ２

ａ３

別電源
［直流］

復帰ボタン

Ry1　　Ry2　　Ry3　  Ry1　　Ry2　　Ry3

●警報回路保護のためＳＡ（避雷器）を設けてください。（付属）

●制御電源は別電源（直流）としてください。

（注）

(注)開閉器がトリップした時には構内が停電となり、交流電源が無電圧になります。
　　そのため停電に影響されない直流電源が必要です。

Ｕ

ＳＡ（避雷器）

表６ 記号

ａ１

ａ２

ａ３

ａｃ

接点種類

ＧＲ警報接点

ＳＯ警報接点

自己診断警報接点

共通接点

電線色

黒

白

赤

黄

閉路時間

０．５秒

０．５秒

０．５秒

－－

閉路電流（誘導負荷）

ＡＣ１００Ｖ－２Ａ

ＤＣ１００Ｖ－２Ａ

（注）ａ４（緑色）の電線が出てきますが内部接続はされていません。

図８　警報接点回路例

12．通電開始
通電開始にあたっては安全と装置の機能を確保するため、少なくとも16項のチェックシートのチェック項目を確認して
ください。
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13．開閉器および制御装置の動作チェック

開閉器をトリップさせる場合 開閉器をトリップさせない場合

試験トリップスイッチを「無」側に操作

動作表示が出るか

制御装置の異常

試験用スイッチをＧＲ
またはＳＯ側に操作

試験端子に零相電流・
零相電圧の事故模擬信
号を入力する

試験用スイッチをＧＲ
またはＳＯ側に操作

試験端子に零相電流・
零相電圧の事故模擬信
号を入力する

開閉器
トリップするか 動作表示するか

正常
（リセット）

正常
（リセット）

正常
（リセット）

開閉器または
制御装置の異常

ＹＥＳ　　　　　　ＮＯ ＹＥＳ　　　　　　ＮＯ ＹＥＳ　　　　　　ＮＯ

図９　動作チェックフロー

(注)電源印加と同時に自己診断機能を起動させるため、Ｉｏ、Ｖｏ、ロック電流検出表示灯が瞬時点灯します。
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14．保守点検

14.1　開閉器部

①開閉表示指針が適確に指示していない

　　最寄りの当社オフィスへご連絡ください。

②高圧回路接続部に加熱痕跡あり

　　早急に接続部の点検をしてください。

③接地線の接続が不確実である

　　事故検出動作に影響します。補修を行ってください。

14.2　制御装置部

①制御電源表示灯が消灯している

　制御装置パネル面の制御電源切替スイッチを「試験」側に操作してパネル面の試験用電源端子(P１・P２）に

　ＡＣ１００Ｖを印加し、電源表示灯が点灯しなければ制御装置の異常です。

②自己診断表示灯が点灯している

　制御線、制御装置、開閉器への出力回路に異常が発生があります。図10の方法で異常箇所が判定できます。

　・Ａ，Ｂが異常のときは制御装置を取替えてください。

　・Ｃが異常のときは制御装置側のメタルコネクタを外し、図11のケーブル側コネクタ端子間の導通を測定してください。

　　約５０Ωあれば開閉器は正常で、制御装置の異常が考えられるため制御装置を取替えてください。

　　導通がなければトリップ回路が断線している可能性がありますので開閉器を取替えてください。

③Ｉｏ表示灯が点灯している

　a)制御装置のメタルコネクタを取外して表示灯が消えるか確認してください。消えないときは制御装置の不具合です。

　b)制御装置の試験端子部の短絡金具（ＯＣ２－Ｅ間）が外れていないか確認してください。外れていれば正しく接続

　　してください。

　c)a)b)共正常な場合は整定値以上のＩｏが発生している可能性があるため、高圧回路の点検を行ってください。

　　異常がなければそのままご使用ください。

　　なお、電力会社に相談され保護協調上問題ない値まで整定値（動作電流整定スイッチ）を上げてください。

④Ｖｏ表示灯が点灯している

　a)制御装置のメタルコネクタを取外して表示灯が消えるか確認してください。消えないときは制御装置の不良です。

　b)制御装置の試験端子部の短絡金具（ＯＣ２－Ｅ間）が外れていないか確認してください。外れていれば正しく接続

　　してください。

　c)a)b)共正常な場合は整定値以上のＶｏが発生している可能性があるため、高圧回路の点検を行ってください。

　　異常がなければそのままご使用ください。

判定方法

自己診断異常表示灯
点　灯

表示灯を復帰後
約３～５分
で再度点灯

表示灯を復帰後
約２分

で再度点灯

表示灯を復帰後
約１秒

で再度点灯

ＳＯ検出回路異常 ＧＲ検出回路異常 トリップ回路断線

図10　自己診断機能フロー

Ａ Ｂ Ｃ

図11　ケーブル側コネクタから見た
　　　開閉器トリップ回路位置

 
トリップ回路

（注）１．制御電源が常時印加されている状態で、制御ケーブルを外すと
　　　　　自己診断異常表示灯が点灯しますが、異常ではありません。
　　　２．表示復帰釦は表示灯を復帰させると同時に、自己診断機能を再起
　　　　　動させる機能(Ｉｏ、Ｖｏ表示灯が瞬時点灯)があります。
　　　　　なお、表示復帰釦を操作して１分経過後のＳＯ自己診断時には、
　　　　　ロック電流検出表示灯が瞬時点灯します。
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15．開閉器と制御装置の接続図

図12
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16．通電開始前のチェックシート
※チェックは高圧回路無電圧の状態で行ってください。

表７

チェック期日　　　年　　　月　　　日

項番

１

２

３

４

５

６

７

ＰＤＳ母線の嵌合は確実ですか

ＰＤＳ母線の端子カバーの取付は確実ですか

接地線の接続・締付は確実ですか（マジックチェック）

開閉器の取付ボルトは締付けられていますか（マジックチェック）

制御装置の取付は確実ですか（マジックチェック）

開閉器および制御装置のメタルコネクタ取付は確実ですか

制御装置後部の絶縁バリア（アクリル樹脂製）は取付けられてい
ますか

取付工事について

※施工技術指針および付属の
　「ＵＡＳ（ＰＤＳ母線用）取付
　手順」による

ハンドル操作は正常ですか（５項）

動作チェックは正常ですか（13項）

動作電流、動作時間の整定は規定どおりですか

制御装置カバーは確実に締付けられていますか

高圧回路の負荷側は安全ですか

高圧ケーブルの端子カバーの取付は確実ですか

チ　ェ　ッ　ク　項　目 チェック

17．動作説明

１

２

３

事　故　項　目　　

地絡事故の場合　　　　　　　　　　　

過電流(短絡)事故の場合　　　　　　　

地絡と過電流(短絡)事故が重なった場合

トリップ動作

すぐにトリップ

電源側遮断器が動作して停電となればトリップ

同　上

この開閉器は手動による開閉のほか、表８のトリップ動作をします。

表８

(注)短絡点投入動作の場合は、過電流蓄勢トリップ動作(事故項目２)を行いません。
　　ＳＯＧ制御装置の電源はＰ１、Ｐ２端子からのみ供給されます。一般の過電流継電器のように変流器
　　二次側電流から電源を供給されていないため、開閉器負荷側線路が短絡している状態で開閉器を投入
　　し短絡事故が発生(短絡点投入)しても、過電流蓄勢トリップ動作を行いません。開閉器負荷側の短絡
　　事故原因を除去してから開閉器の投入を行ってください。



ＦＡＸ ０９５２－２６－４５９４

ＦＡＸ ０５２－８８９－１０６１

ＦＡＸ ０１１－２７１－３８０４

ＦＡＸ ０２２－２９５－５５７３

ＦＡＸ ０３－５７３８－３６２２

ＦＡＸ ０７６－４４１－８０８６

ＦＡＸ ０５２－８８９－１０６１

ＦＡＸ ０６－６３３８－１３７５

ＦＡＸ ０８２－５５５－４９６６

ＦＡＸ ０８７－８２２－７３９６

ＦＡＸ ０９２－７４１－２２７７

ＦＡＸ ０９５２－２６－８２２０

ＦＡＸ ０３－３４６５－３７２７

不明な点・お気づきの点などございましたら

お客様サービスセンター（本社：佐賀）

ナヤムナ
0120-25-7867

（悩むな）

お断わり：仕様・寸法等予告なく変更することがありますのでご了承ください。

本社・工場

名古屋工場

支 店

販 売 会 社

　　　北海道

　　　東　北

　　　東　京

　　　北　陸

　　　中　部

　　　関　西

　　　中　国

　　　四　国

　　　九　州

　　　佐　賀

東京戸上電機販売㈱

〒８４０－０８０２

〒４５６－００３３

〒０６０－００５１

〒９８３－０８５２

〒１５３－００４２

〒９３０－０８５６

〒４５６－００３３

〒５６４－００５３

〒７３０－００１１

〒７６０－００２３

〒８１０－０００１

〒８４０－０８０２

〒１５３－００４２

佐 賀 市 大 財 北 町 １ － １

名古屋市熱田区花表町２１－２

札幌市中央区南一条東１－３

仙台市宮城野区榴岡三丁目７－３５

東京都目黒区青葉台四丁目１－１３

富 山 市 牛 島 新 町 ５ － ５

名古屋市熱田区花表町２１－２

大阪府吹田市江の木町１２－５

広島市中区基町１３－９

高 松 市 寿 町 二 丁 目 １ － １

福岡市中央区天神四丁目３－３０

佐 賀 市 大 財 北 町 １ － １

東京都目黒区青葉台四丁目１－１３

パークイースト札幌

損保ジャパン仙台ビル

戸 上 ビ ル　

インテックビル

大阪戸上ビル

高松第一生命ビル新館

天神ビル新館

戸 上 ビ ル

ＴＥＬ ０９５２（２４）４１１１

ＴＥＬ ０５２（８７１）５１２１

ＴＥＬ ０１１（２６１）１５２８

ＴＥＬ ０２２（２９５）５５７１

ＴＥＬ ０３（３４６５）０７１１

ＴＥＬ ０７６（４３１）８３７１

ＴＥＬ ０５２（８７１）６４７１

ＴＥＬ ０６（６３８６）８９６１

ＴＥＬ ０８２（５５５）４６４６

ＴＥＬ ０８７（８５１）３７６１

ＴＥＬ ０９２（７２１）３４５１

ＴＥＬ ０９５２（２５）４１５０

ＴＥＬ ０３（３４６５）３１１１

■保証期間
　貴社のご指定場所に納入後１年間と致します。

■保証範囲

　保証期間中に当社の責任により故障を生じた時は、その機器の故障部分の交換または修理に限って応

  じさせていただきます。

　なお、保証とは納入品単体の保証を意味するもので、納入品の故障により誘発される二次的な損害の

  補償はご容赦ください。

〔受付時間／営業日の8:30～17:00〕

〈更新推奨時期〉

〔自立型〕高圧交流負荷開閉器の更新推奨時期

～一般社団法人 日本電機工業会資料より引用～

 この更新時期は、機能や性能に対する製造者の保証値ではなく、通常の環境のもとで通常の保守点検

を行って使用した場合に、機器構成材の老朽化などにより、新品と交換した方が経済性を含めて一般的

に有利と考えられる時期を示しています。現代の高度情報化社会において、予期せぬ事故による社会的、

経済的な影響は図り知れません。自社の電気設備の保護、また他社への波及事故を防止するためにも、

早めの取り替えをお奨めします。

〈保証〉

ＧＲ付開閉器・・・・・・15 年又は負荷電流開閉回数 200 回

ＧＲ付開閉器の制御装置 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 年

東洋証券広島スクエア
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